
～男女共同参画推進の拠点～�

この春、文教キャンパスに誕生した「おもやいセンター」は、�

「長崎大学男女共同参画推進センター」の愛称です。�

「おもやい」とは九州方面の方言で、「共有する」とか�

「一緒に仲良く使う」という意味で使われます。�

文字通りそんな精神で活用してほしい「おもやいセンター」。�

その活動内容や完成したばかりの施設をご紹介します。�

�

おもやい�
センター、始動！�
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被サポーターからサポーターまたはメ
ンター

へ

サポーターから被サポータ
ーへ

育児スポット支援�

女性研究者�

連
携�

（
サ
ポ
ー
タ
ー
提
供
）�

支
援
依
頼�

相
談�

支
援
申
し
込
み�

サポーター�

●
女
性
教
員
採
用
枠
設
定�

●
裾
野
拡
大
事
業�

●
海
外
派
遣
・
国
際
交
流�

　
事
業
に
女
性
枠
設
定�

�

女
性
研
究
者�

拡
大
支
援�

●
啓
発
活
動�

●
相
談
体
制
の
整
備
な
ど�

�

人
間
環
境�

支
援�

両
立
支
援�

●
お
も
や
い
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト�

●
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用�

●
勤
務
時
間
の
弾
力
化�

●
保
育
施
設
の
新
設�

�

おもやいセンター�
「おもやいキャンパスサポート」の�

マネジメント�

やってみゅーでスク�
（学生ボランティア登録1,000人）�

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
か
ら

「
お
も
や
い
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
し
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

目
的
は
、女
性
に
と
っ
て
、男
性
に
と
っ
て
、そ
し
て
全
教
職
員
に

と
っ
て
も
快
適
な
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

事
業
は
、「
お
も
や
い
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
〜
長
大
モ
デ
ル
〜
」

と
い
う
戦
略
を
も
と
に
進
め
て
い
き
ま
す
。こ
れ
は
、「
人
間
環
境
支

援
」、「
両
立
支
援
」及
び「
女
性
研
究
者
拡
大
支
援
」の
３
つ
の
部

門
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、長
崎
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用
す
る
育
児
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、他
に
類
が
な
い
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進
の
た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
の
意

識
改
革
が
不
可
欠
で
す
。女
性
教
職
員
は
、自
ら
の
仕
事
を
や
り

遂
げ
る
と
い
っ
た
覚
悟
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。男
性
教
職
員
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。中
で
も
、意
思
決
定
権
を
有
す
る
管

理
者
の
方
々
の
意
識
改
革
は
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
、環
境
整
備

を
図
り
な
が
ら
、じ
っ
く
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 長崎大学男女共同参画推進センター

センター長／副学長
（男女共同参画・安全管理担当）

大井久美子 教授
Oi Kumiko
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人間�
環境支援�

�
4.03.02.01.00.0 （時間）�

育児� その他の無償労働（家事等）�

日　本�
（2006）�

アメリカ�
（1995）�

イギリス�
（1999）�

ドイツ�
（1992）�

スウェーデン�
（1991）�

カナダ�
（1998）�

イタリア�
（1989）�

オーストラリア�
（1997）�

0.5 0.4

0.6

1.5

1.0

1.2

1.5

0.6

0.9 2.0

1.2

2.4

2.5

2.5

1.6

2.0

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
目
指
し
て

こ
の
部
門
で
は
、意
識
改
革
に
向
け
た
啓
発
活
動
や
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、メ
ン
タ
ー（
知
識
や
技
術
、経
験
が
豊
富

で
指
導
や
助
言
を
行
う
人
）に
よ
る
相
談
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。特
に
若
い
女
性
研
究
者
が
、先
輩
の
女
性
研
究
者
な
ど
に
、悩

み
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
を
持
つ
た
め
に
は
、ま
ず
、男
性
側
に

女
性
研
究
者
の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。管
理
職
、教
職
員
な
ど
対
象
者
に
応
じ
た
講
演
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、具
体
的
な
達
成
目
標
と
し
て
、男
性
の
育
児
休
業
取
得

率
１０
％
を
目
指
し
ま
す
。私
自
身
、５
才
と
小
４
の
子
供
が
お
り
、

妻
も
本
学
の
研
究
者
で
共
働
き
で
す
。職
場
は
、ど
の
よ
う
な
支

援
や
協
力
が
必
要
な
の
か
、自
身
の
経
験
を
活
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
人
間
環
境
支
援
」の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）の
実
現
で
す
。長
崎
大
学
に
適
し
た

男
女
共
同
参
画
推
進
の
シ
ス
テ
ム
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

５歳未満児のいる夫婦
の夫の育児、家事時間

人間環境支援部門長

筑波隆幸 教授
Tsukuba Takayuki
（大学院医歯薬学総合
研究科医療科学専攻）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を

と
り
も
ど
す
場
所

窓
の
外
の
緑
を
眺
め
な
が
ら
、

く
つ
ろ
い
で
話
が
で
き
る

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
空
間
。

相
談
ご
と
や
茶
話
会
な
ど
に

活
用
し
ま
す
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

日本の男性の家事・育児に費やす時
間は、世界的にみても低い水準だ。
資料：OECD Employment Outlook
２００１ 総務省「社会生活基本調査」
（平成１８年）
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両立支援�

育児期間後の復帰�
が困難�

家庭と仕事の両立�
が困難�

役職につきにくい�

労働時間が長い�

給料が少ない�

（%）�6050403020100 70

6.0

26.3

8.1

53.6

30.4

5.6

33.6

17.4

66.2

46.6

男性�

女性�

学
内
に
相
互
支
援
の
気
風
を

女
性
研
究
者
の
仕
事
と
家
庭
生
活（
と
く
に
子
育
て
）の「
両
立

支
援
」を
行
い
ま
す
。す
で
に
、出
産
や
育
児
で
研
究
活
動
が
滞
ら

な
い
よ
う
、大
学
院
生
を「
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
雇
用
し
、

女
性
研
究
者
の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
が
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、学
内
の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、保
育
園
の
送
り
迎
え
な
ど
、

育
児
を
ス
ポ
ッ
ト
的
に
支
援
す
る「
お
も
や
い
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー

ト
」の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。本
学
の「
や
っ
て
み
ゅ
ー
で
ス
ク
」

と
連
携
し
、サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
も
行
い
ま
す
。

こ
の
試
み
は
、支
援
を
受
け
た
女
性
研
究
者
が
将
来
、サ
ポ
ー

タ
ー
や
メ
ン
タ
ー
な
ど
の
支
援
提
供
側
に
ま
わ
り
、支
援
し
た
学
生

が
支
援
さ
れ
る
側
に
な
る
と
い
う
、循
環
型
支
援
モ
デ
ル
の
定
着
を

目
指
し
ま
す
。同
時
に
、学
内
に
育
児
に
関
す
る
相
互
支
援
の
気

風
と
、仕
事
と
家
庭

を
両
立
す
る
女
性
研

究
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

が
生
ま
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
現
在
、子
育
て

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

女
性
研
究
者
の
方
は
、

ぜ
ひ「
お
も
や
い
セ
ン

タ
ー
」へ
。ち
ょ
っ
と
話

す
だ
け
で
も
随
分
、気

が
楽
に
な
り
ま
す
よ
。
女性研究者が少ない理由（一部抜粋）

出典：「科学技術系専門職における男女共同参画実態の大規模調査」
（平成２０年７月 男女共同参画学協会連絡会）
※男女共同参画学協会連絡会に加盟する６０以上の学協会の会員を主
な対象として調査を実施（複数回答）

（平成１９年８月～１１月）回答総数は１４，１１０件（男性１０，３４９人、女性３，７６１人）

両立支援部門長

大石和代 教授
Oishi Kazuyo
（大学院医歯薬学総合
研究科保健学専攻）

天
然
木
の
優
し
さ
と

温
も
り
に
包
ま
れ
て

の
び
の
び
と
過
ご
す

床
は
、優
し
い
風
合
い
の
天
然
木（
サ
ク
ラ
）。

全
面
床
暖
房
で
、寒
い
日
も
日
だ
ま
り
の
よ
う
な
暖
か
さ
で
す
。

け
い
そ
う
ど

壁
は
、適
度
に
湿
度
調
整
を
し
て
く
れ
る
珪
藻
土
を
使
用
。

仮
眠
室
も
あ
り
、子
供
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
の

配
慮
や
工
夫
を
随
所
に
施
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
イ
ル
ー
ム
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女性研究者�
拡大支援�

事務室�

仮眠室�
倉庫�

プレイルー
ム�

トイレ�
（男）�

トイレ�
（女）�

多目的�
トイレ�

ミーティン
グ�

ルーム�

テラス�
ホール�

スロープ
�

ポーチ�

玄関�

足洗場�

子供用�
シャワーブース

�

子供用トイ
レ�

洗濯室�

ブルガリア�

ポーランド�

スペイン�

米国�

フィンランド�

フランス�

英国�

ドイツ�

日本�

韓国�

6050403020100 （%）�

45.5�
�

38.1

35.4

32.5

29.1

27.5

26.0

15.5

12.4

11.4�
�

確
実
に
、女
性
研
究
者
を
増
や
す

ま
ず
、女
性
研
究
者
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
大
き
な
目
標
で
す
。

そ
れ
は
、よ
り
多
様
で
優
れ
た
人
材
を
確
保
し
て
い
く
上
で
、ま
た

雇
用
の
平
等
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
、重
要
な
課
題
で
す
。

「
お
も
や
い
セ
ン
タ
ー
」で
は
、そ
の
た
め
の
方
策
を
提
案
・
実
施
し
、

女
性
の
積
極
的
な
採
用
や
、昇
進
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
な
目
標
と
し
て
、新
規
教
員
採
用
の
女
性
の
割
合
３０
％

を
目
指
し
ま
す
。現
在
、本
学
全
体
の
女
性
研
究
者（
教
員
）の
割

合
は
１４
・
８
％
で
す
が
、今
後
３
年
間
で
２０
％
ま
で
増
や
す
こ
と

が
目
標
で
す
。

女
性
研
究
者
の
裾
野
を
拡
大
す
る
た
め
に
、高
校
生
や
大
学
生

に
対
し
、女
性
研
究
者
が
魅
力
的
な
職
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
す
る
出
前
講
義
な
ど
も
計
画
。女
性
研
究
者
は
特
に
理
系

が
少
な
い
の
で
、理
系
の
面
白
さ
も
同
時
に
伝
え
ま
す
。

研
究
生
活
は
男
女
を

問
わ
ず
、寝
食
を
忘
れ

深
夜
ま
で
没
頭
す
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。そ

の
よ
う
な
中
、子
育
て

中
の
女
性
研
究
者
が
た

い
へ
ん
無
理
を
さ
れ
て
い

る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
は
男
性
に
も
、女

性
に
も
、よ
り
よ
い
研
究

環
境
の
整
備
を
目
指
し

ま
す
。

女性研究者の全体に占める割合（国際比較）

出典：平成２０年版 科学技術白書（抜粋）

■１

子
供
用
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■２

子
供
用
ト
イ
レ
。同
ス
ペ
ー
ス
に
洗
濯
室
も
設
置
。

■３

手
を
は
さ
ま
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
た
引
き
戸
。

■４

プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
す
ぐ
隣
が
事
務
室
。

■５

豊
か
な
空
間
を
演
出
す
る
天
井
の
ス
ギ
。

■６

開
放
的
な
玄
関
＆
ホ
ー
ル
が
お
出
迎
え
。

■７

芝
生
の
庭
も
遊
び
場
。足
洗
場
も
あ
り
ま
す
。

女性研究者拡大支援部門長

平岡教子 教授
Hiraoka Kyoko
（環境科学部）

１

２

３

４

５

６

７
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正門�正門�

�
バイク置場�

�
バイク置場�

補助体育館�

総合教育研究棟�

補助体育館�

総合教育研究棟�

工学部�工学部�

男女共同参画推進センター�
（おもやいセンター）�

西門�

…………………………………

「
大
学
生
の
た
め
の
育
児
学
」

Parenting
Education

forU
niversity

Students

平
成
２２
年
度
後
期
開
講
！
全
学
教
育

���

���

選
択
・
２
単
位

育
児
と
育
児
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

お
も
や
い
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
の

必
要
性
が
わ
か
る
！

現
代
社
会
で
の
育
児
支
援
の
必
要
性
を
理

解
し
、育
児
に
関
す
る
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
学

ぶ
科
目
で
す
。

講
義
は
オ
ム
ニ
バ
ス
で
行
わ
れ
、講
義
の
前

半（
第
１
〜
７
回
）で
は
、男
女
共
同
参
画
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
及
び
少
子
社
会
、

育
児
の
現
状
及
び
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

紹
介
。後
半（
第
８
〜
１５
回
）で
は
、胎
児
・
乳

幼
児
の
持
つ
能
力
及
び
心
身
の
発
育
・
発
達
に

つ
い
て
紹
介
し
、具
体
的
な
育
児
技
術
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

〈
授
業
内
容
／
前
半
の
テ
ー
マ
〉

第
１
回

男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
社
会
的
理
念
の
歴
史
的
背
景

第
２
回

働
き
方
の
変
革－

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス－

第
３
回

少
子
化
が
社
会
に
与
え
る
影
響

第
４
回

少
子
化
の
原
因

第
５
回

妊
娠
・
出
産
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

第
６
回

育
児
に
困
窮
す
る
母
親
た
ち
の
存
在

第
７
回

育
児
支
援
施
策（
お
も
や
い
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
を
含
む
）

くつろいでお話ししましょう。お気軽にお越しください。

おもやいキャンパスサポー
ターの学生さんたちの育児
に関する養成研修などを担
当します。
このセンターが利用者に
とって居心地のいい場所に
なるといいですね。

【男女共同参画推進センター（おもやいセンター）】http://www.cge.nagasaki-u.ac.jp/
TEL．095-819-2889 FAX．095-819-2159

コーディネータ（看護師）

�口盛子 さん
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